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ヤマダ電機と⼤塚家具の結婚ははたして美形で頭の良い⼦供を⽣み出すことができるか 
 
マリリン・モンローがあるディナーパーティーでアルベルト・アインシュタインの隣に座り、
彼の⽿元でささやきました。 
マリリン・モンロー「あなたの⼦供が欲しい。私の外⾒（美貌）とあなたの頭脳なら、その
⼦は完璧な⼦になるわ！」 
アインシュタイン「その逆だったら嫌なのでやめておきましょう」 
 
今回の業務提携（⼦会社化）はどちらが⾔い出したものなのか？ 両社ともに、美形で頭の
良い⼦供が⽣まれると思ったからの業務提携であることには間違いがないだろう。 
 
問題（ポイント）となるのは互いの弱みをカバーできて、強みがより強化できることである。
いわゆるシナジーが働くかということである。ヤマダ電機は⽣活場⾯でのビジネスチャン
スの拡⼤、⼤塚家具は売り場⾯積増強による売上⾼の向上をそのポイントとしているよう
にも思えるが、ニトリを始め多くのホームセンターが同様の戦略でしのぎを削っている中、
はたしてヤマダ−⼤塚連合がその強みを現すことができるのか、今後の楽しみである。 
 
 
ヤマダ電機決算、営業利益率 1.7％に、販管費上昇で最終利益 5 割減 
https://www.bcnretail.com/market/detail/20190513_118365.html 
【図解・経済】⼤塚家具の業績推移（2019 年 2 ⽉） 
https://www.jiji.com/jc/graphics?p=ve_eco_seizougyo20190215j-08-w400 
 

 



 
 

 

 
 
 


